
日
本
文
化
学
講
義
（
ウ
ェ
ブ
公
開
用
資
料
）

「
モ
デ
ル
小
説
」
か
ら
み
る

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
近
代

日
比

嘉
高　

第

回

「
モ
デ
ル
小
説
」
の
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
─
柳
美
里
「
石
に
泳
ぐ
魚
」
裁
判
　
３
─
─

　
　
　
な
ぜ
、
そ
し
て
い
つ
か
ら
、
原
告
側
を
支
持
す
る
心
性
が

　
　
　
　
我
々
の
社
会
に
お
い
て
多
数
派
と
な
っ
た
の
か
？

文
学
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
と
の
関
係
の
変
化
要
因

・

〈
報
道
被
害
〉
の
発
見

▼

明
ら
か
に
な
る
報
道
被
害
　
（
参
考
　
梓
澤
和
幸
『
報
道
被
害
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
一
月
）

一
九
八
〇
年
代
の
半
ば
に
事
件
報
道
の
あ
り
方
が
集
中
的
に
問
題
化
。
八
三
～
四
年
に
三
つ
の
死
刑
囚
の
再
審
無
罪

判
決
が
次
々
に
。

八
四
年
、
ロ
ス
疑
惑
（
※
）
で
激
し
い
取
材
合
戦

八
五
年
、
日
航
機
墜
落
事
故
で
の
遺
族
へ
の
取
材
手
法
が
問
題
に

八
六
年
、
法
律
家
の
人
権
交
流
集
会
が
初
め
て
「
報
道
と
人
権
分
科
会
」
を
開
催
。
報
道
被
害
の
深
刻
さ
が
問
題
化
。

八
九
年
、
過
剰
報
道
へ
の
反
省
か
ら
各
紙
が
犯
人
と
目
さ
れ
る
人
物
を
呼
び
捨
て
か
ら
「
容
疑
者
」
呼
称
へ

九
〇
年
、
犯
罪
被
害
を
考
え
る
日
本
被
害
者
学
会
が
創
立

▼

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
と
報
道
被
害

【
資
料

】

「
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
と
報
道
」
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
六
月
二
一
日

【
資
料

】

「
「
犯
人
視
」
か
ら
事
実
淡
々
と
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
四
月
六
日

※

ロ
ス
疑
惑

　
一
九
八
一
年
一
一
月
、
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
駐
車
場
で
、
輸
入
雑
貨
商
の
三
浦
和
義
氏
と
妻
が
銃
撃
さ
れ
、
妻
が
約
一
年
後
に
亡
く
な
っ

た
。
三
浦
氏
は
保
険
会
社
か
ら
一
億
五
千
五
百
万
円
の
保
険
金
を
受
け
取
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
雑
誌
『
週
刊
文
春
』
が
一
九
八
四
年
一

月
よ
り
「
疑
惑
の
銃
弾
」
と
い
う
連
載
を
開
始
し
、
テ
レ
ビ
、
週
刊
誌
、
新
聞
な
ど
他
の
メ
デ
ィ
ア
も
こ
れ
に
続
き
、
集
中
砲
火
的
な
報
道
が
行

わ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
批
判
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
三
浦
氏
は
八
五
年
に
逮
捕
さ
れ
る
が
、
の
ち
無
罪
と
さ
れ
釈
放
。

　

　
「
報
道
被
害
」
と
の
類
推
で
、
モ
デ
ル
と
し
て
表
現
さ
れ
公
表
さ
れ
る
苦
し
み
が
捉
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
？

■
引
用

■

「
柳
美
里
さ
ん
の
小
説
第
１
作
に
初
の
出
版
禁
止
命
令
」
『
世
界
週
報
』
一
九
九
九
年
七
月
二
七
日

「
こ
の
小
説
は
ま
さ
に
ペ
ン
の
暴
力
」
（
原
告
女
性
の
地
裁
判
決
後
の
記
者
会
見
の
言
葉
）



・

「
個
人
情
報
」
の
登
場

■
引
用

■

東
京
地
裁
に
よ
る
判
決
文
の
「
原
告
の
主
張
」
よ
り

２
　
本
件
小
説
に
よ
る
原
告
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

（
一
）
前
記
１
の
と
お
り
、
本
件
小
説
の
読
者
は
「
朴
里
花
」
と
原
告
と
を
容
易
に
同
定
し
得
る
と
こ
ろ
、
前
記
１
記
載
の
原
告
の
属

性
及
び
原
告
と
被
告
柳
の
交
友
の
経
過
の
う
ち
、（
二
）
に
掲
げ
る
本
件
小
説
の
記
載
に
対
応
す
る
事
実
は
、
原
告
が
公
表
を
望
ま
な
い

個
人
情
報
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
掲
載
さ
れ
た
本
件
小
説
を
発
表
す
る
こ
と
は
、
原
告
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
。

〔
…
〕

６
　
原
告
の
損
害

　
原
告
は
、
前
記
２
記
載
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
よ
り
、
原
告
の
個
人
情
報
を
広
く
社
会
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
重
大
な
精

神
的
苦
痛
を
受
け
た
。
ま
た
、
原
告
は
、
前
記
３
記
載
の
各
誉
毀
損
に
よ
り
、
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
ら
れ
、
重
大
な
精
神
的
苦
痛

を
受
け
た
。
更
に
、
原
告
は
、
前
記
４
記
載
の
名
誉
感
情
の
侵
害
に
よ
り
重
大
な
精
神
的
苦
痛
を
受
け
た
。
原
告
の
受
け
た
こ
れ
ら
の

精
神
的
苦
痛
に
対
す
る
慰
謝
料
は
、
１
０
０
０
万
円
を
下
ら
な
い
。

▼

個
人
情
報
の
歴
史

■
引
用

■

新
保
史
生
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
生
成
と
展
開
』
成
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、

頁

「
わ
が
国
に
お
い
て
、「
個
人
情
報
」
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
〇
年
に
社
会
党
が
国
会
に
提
出
し
た

「
個
人
情
報
保
護
基
本
法
案
」
及
び
「
個
人
情
報
処
理
に
係
る
電
子
計
算
機
等
の
利
用
の
規
制
に
関
す
る
法
律
案
」
で
あ
る
と
さ
れ
て

お
り
〔
…
〕
」

■
引
用

■

堀
部
政
男
「
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
回
顧
と
展
望
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
増
刊
、
一
九
九
四
年
五
月
、
要
約

個
人
情
報
保
護
制
度
の
歴
史
区
分

「
第
一
期
」
「
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
中
葉
」
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
件
の
認
識
・
制
度
化
提
唱
」

「
第
二
期
」
「
一
九
八
〇
年
代
以
降
」
「
主
と
し
て
国
レ
ベ
ル
又
は
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
」
「
個
人
情
報
保
護
制
度
の
提
唱
と
実
現
」

「
第
三
期
」
「
一
九
八
〇
年
代
前
半
か
ら
今
日
」
「
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
」

　
一
九
七
〇
年
前
半
か
ら
ア
メ
リ
カ
、
西
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
「
自
己
に
関
す
る
情
報
の
流
れ
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
」
と
考
え
直
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
対
応
す
る
た
め
の
法
律
が
制
定
。
日
本
で
も
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
が
特
集

を
組
ん
だ
。

　
一
九
七
二
年
に
は
「
国
民
総
背
番
号
制
に
反
対
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
中
央
会
議
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　
一
九
八
〇
年
九
月
二
三
日
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
個
人
デ
ー
タ
の
国
際
流
通
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す

る
理
事
会
勧
告
を
採
択
し
、
ま
た
欧
州
評
議
会
も
一
九
八
〇
年
九
月
一
七
日
に
「
個
人
デ
ー
タ
の
自
動
処
理
に
係
る
個
人
の
保
護
に
関

す
る
条
約
」
を
採
択
し
、
こ
れ
ら
が
日
本
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

　
こ
れ
ら
を
う
け
、
国
内
で
も
行
政
管
理
庁
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
研
究
会
の
「
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
伴
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
対

策
」（
一
九
八
二
年
七
月
）
の
と
り
ま
と
め
や
、
福
岡
県
春
日
市
（
一
九
八
四
年
）
、
神
奈
川
県
川
崎
市
（
一
九
八
五
年
）
の
個
人
情
報

保
護
条
例
の
制
定
が
行
わ
れ
、
一
九
八
八
年
一
二
月
に
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
電
子
計
算
機
処
理
に
係
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
」
が
公
布
〔
一
九
九
〇
年
一
〇
月
に
全
面
施
行
〕
。



個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

（
二
〇
〇
三
年
五
月
二
三
日
成
立
、
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
全
面
施
行
）

第
一
章
　
総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
進
展
に
伴
い
個
人
情
報
の
利
用
が
著
し
く
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
個

人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関
し
、
基
本
理
念
及
び
政
府
に
よ
る
基
本
方
針
の
作
成
そ
の
他
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
施
策

の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事
業
者

の
遵
守
す
べ
き
義
務
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
情
報
の
有
用
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　
（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
個
人
情
報
」
と
は
、
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、

生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
他
の
情
報
と
容
易
に
照
合
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。

　

　
こ
の
法
案
の
成
立
に
際
し
、
激
し
い
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

例
【
資
料

】

吉
岡
忍
「
個
人
情
報
保
護
法
案
の
「
表
現
観
」
―
―
「
あ
ら
ゆ
る
文
章
は
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
で
あ
る

」
」『
新
潮
』
二
〇
〇
一
年
八
月

・

個
人
情
報
保
護
意
識
の
高
ま
り

▼

例
・
国
勢
調
査
の
回
収
率
低
下
問
題

■
引
用

■

「
国
勢
調
査
の
実
施
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会

報
告
」（
平
成

年
７
月
、
国
勢
調
査
の
実
施
に
関
す
る
有

識
者
懇
談
会
、
座
長
：
竹
内
　
啓
　
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
平
成

年
国
勢
調
査
に
お
い
て
は
、
調
査
票
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
世
帯
に
つ
い
て
「
聞
き
取
り
調
査
」
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
人
口
・
世
帯
の
総
数
は
正
確
に
把
握
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
世
帯
の
割
合
は
全
国
で

％
と
、
平
成

年

調
査
の

％
と
比
べ
て
２
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。

（
背
景
・
要
因
）

①

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
の
高
ま
り
（
個
人
情
報
を
第
三
者
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
意
識
等
）

②

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
高
ま
り
（
「
振
り
込
め
詐
欺
」
の
横
行
等
に
伴
う
防
犯
意
識
等
）
〔
…
〕

・

今
後
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
議
論
の
方
向

■
引
用

■

鈴
木
秀
美
「
判
例
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
　
小
説
『
石
に
泳
ぐ
魚
』
事
件
東
京
高
裁
判
決
」『
法
学
教
室
』
二
〇
〇

一
年
九
月

「
近
年
、
憲
法
学
に
お
い
て
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
し
て
捉
え
る
立
場
が
支
配
的
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

現
在
、
民
間
部
門
を
対
象
と
す
る
個
人
情
報
保
護
法
の
立
法
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
今
後
は
た
と
え

文
学
作
品
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
個
人
情
報
の
公
表
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
慎
重
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
」

　

　
逆
に
言
え
ば
、「
石
に
泳
ぐ
魚
」
裁
判
は
、
個
人
情
報
保
護
を
め
ぐ
る
我
々
の
社
会
の
大
き
な
感
性
の
変
化
と
モ

デ
ル
小
説
の
議
論
が
、
わ
ず
か
な
交
点
し
か
も
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。



お
わ
り
に
―
―
読
む
こ
と
の
エ
チ
カ

・

〈
私
的
な
領
域
〉
の
保
護
の
強
ま
り

最
高
裁
の
判
断
が
下
っ
た
こ
と
に
よ
り
、〈
私
的
な
領
域
〉
を
め
ぐ
る
こ
の
国
の
法
的
な
境
界
線
は
確
か
に
大
き
く
動

い
た
。
「
あ
る
人
が
自
分
は
こ
の
小
説
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
人
権
侵
害
を
受
け
た
と
申
し
立
て
れ
ば
、
モ
デ
ル
と
は

言
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
か
ぎ
り
、
出
版
禁
止
と
さ
れ
る
」
（
竹
田
青
嗣
「
文
学
は

″刻
印
″
を
持
っ
た
人
間

を
描
く
」『
新
潮

』
二
〇
〇
一
年
四
月
）
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
。

書
く
側
と
書
か
れ
る
側
は
圧
倒
的
に
非
対
称
で
あ
る
た
め
、
描
か
れ
て
公
表
さ
れ
る
こ
と
の
暴
力
性
に
立
ち
向
か
う

何
ら
か
の
回
路
が
、
我
々
の
社
会
に
必
要
な
の
は
確
か
。

・

知
る
権
利
と
自
己
検
閲

容
貌
に
障
碍
を
抱
え
た
女
性
が
、
そ
の
障
碍
の
部
位
を
小
説
家
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
、
傷
つ
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
避
け
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
。

だ
が
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
「
障
碍
者
の
も
つ
障
碍
は
、
描
写
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
？

　
「
モ
デ
ル
小
説
よ
り
も
モ
デ
ル
の
利
害
が
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
優
先
す
る
」
の
か
？

　
　
＊
　
　
　
　
＊

初
出
掲
載
誌
『
新
潮
』
（
一
九
九
四
年
九
月
号
）
に
対
す
る
国
会
図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
図
書
館
で

閲
覧
禁
止
の
措
置
。

【
資
料

】

山
家
篤
夫
「
公
共
図
書
館
の
『
石
に
泳
ぐ
魚
』
掲
載
雑
誌
の
利
用
制
限
を
め
ぐ
っ
て
」
『
マ
ス
コ
ミ
市
民
』
二
〇
〇
三
年
一
月

【
資
料

】

日
本
図
書
館
協
会
「
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣
言
」

市
民
同
士
に
よ
る
相
互
監
視
と
そ
れ
に
対
す
る
防
衛
の
た
め
に
な
さ
れ
る
自
己
検
閲
の
風
潮
。

や
さ
し
さ
と
自
己
防
衛
が
、
思
考
停
止
と
一
体
に
な
っ
た
危
険
な
世
界
。

　

「
宴
の
あ
と
」
裁
判
以
降
、
議
論
の
場
に
お
け
る
影
の
主
役
は
読
者
。
ど
う
読
ま
れ
る
か
、
と
い
う
可
能
性
が
議

論
の
行
方
を
決
め
た
。

　

現
代
に
お
け
る
「
モ
デ
ル
小
説
」
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
と
き
、
読
者
の
リ
テ
ラ
シ
ー
が
同
時
に
問
わ
れ
て
い
る

■
引
用

■
「
作
家
の
権
利
と
モ
デ
ル
の
権
利
を
め
ぐ
っ
て
─
─
柳
美
里
裁
判
が
問
い
か
け
て
い
る
も
の
─
─
」『
マ
ス
コ
ミ
市
民
』
二
〇
〇
三
年
三
月

「
図
書
館
問
題
は
弁
護
団
の
中
で
も
激
し
い
議
論
が
あ
っ
た
。
私
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
の
閲
覧
・
謄
写
の
問
題
は
、
閲
覧
の
み
に
限
定

し
て
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
正
直
に
言
っ
て
こ
れ
は
弁
護
団
で
は
少
数
意
見
だ
っ
た
。〔
…
〕
こ
の
問
題
が
起
き
て
か
ら
弁

護
団
と
し
て
議
論
し
た
中
身
の
ひ
と
つ
は
、
最
高
裁
の
趣
旨
を
徹
底
さ
せ
る
と
す
れ
ば
、
図
書
館
で
不
特
定
多
数
の
人
間
が
閲
覧
し
、

さ
ら
に
コ
ピ
ー
や
貸
し
出
し
を
認
め
て
し
ま
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
特
に
顔
の
外
貌
の
部
分
が
お
も
し
ろ
お
か
し
く
書
か

れ
て
流
れ
て
し
ま
う
可
能
性
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
不
特
定
多
数
の
人
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

実
質
的
に
原
告
の
被
る
ダ
メ
ー
ジ
は
出
版
の
場
合
と
等
し
く
な
る
の
で
な
い
か
。
そ
こ
の
重
さ
を
ど
う
見
る
か
。
そ
れ
を
重
く
見
る
の

で
あ
れ
ば
図
書
館
が
こ
う
い
う
形
で
制
限
す
る
の
は
や
む
を
え
な
い
と
考
え
た
。
し
か
し
、
私
は
ア
ク
セ
ス
の
権
利
を
保
障
す
る
と
い

う
こ
と
か
ら
い
う
と
閲
覧
ま
で
制
限
す
る
の
は
や
む
を
え
な
い
と
考
え
た
。
」
（
飯
田
正
剛
）


